
圭
日

国立障害者)ハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センターにかかる
一般競争 (以下 「競争」

という。)に 参加 しようとする者は、次の事項を承知しておいて下さい。

1 契 約担当官等

分任支出負担行為担当官

国立障害者リハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター庶務課長 鬼 塚 岡J博

2 調 達内容

(1)調 達件名及び数量

国立別府重度障害者センターに係る警備業務 一 式

(2)調 達件名の特質等

仕様書による。

(3)請 負場所 国 立障害者)ハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター

(4)入 札方法

落札者の決定は、最低価格落札方式をもつて行うので、

① 入 札者は、調達件名の本体価格のほか、業務の履行に要する
一切の諸経費を含め契約金額

を見積もるものとする。

② 落 札決定に当たつては、入札書に記載された金額に当該金額の 100分 の 5に 相当する

額を加算した金額 (当該金額に 1円 未満の端数があるときは、その端教金額を切 り捨て

るものとする。)を もつて落札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税事業者であ

るか免税事業者であるかを問わず、見積もつた契約金額の 105分 の 100に 相当する

金額を記載した入札書を提出しなければならない。

(6)入 札保証金及び契約保証金  免 除

3 競 争参加資格

(1)予 算決算及び会計令第 70条 及び第 71条 に規定される次の事項に該当する者は、競争に

参加する資格を有さない。

① 当 該契約を締結する能力を有しない者 (未成年者、被補佐人又は被補助人であつても、

契約締結のために必要な同意を得ている者を除く)及 び破産者で復権を得ない者

② 以 下の各号のいずれかに該当し、かつその事実があった後 2年 を経過していない者

(これを代理人、支配人その他の使用人として使用する者についてもまた同じ。)

(ア)公 正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るため

に連合した者

(イ)落 札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者

(ウ)監 督又は検査に実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者

(工)正 当な理由がなくて契約を履行しなかつた者

(オ)前 各号のいずれかに該当する事実があつた後 2年 を経過しないt)のを、契約の履行

にと1たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者



(2)次 の事項に該当する者は、競争に参加させないことがある。

(ア)資 格審査申請書又は添付書類に虚偽の事実を記載した者

(イ)経 営の状況又は信用度が極度に悪化している者

(3)平 成 22・ 23・ 24年 度厚生労働省競争参加資格 (全省庁統
一資格)に おいて、九州 ・沖

縄地区で、「役務の提供等」で 「B」、「C」 又は 「D」 の等級に格付けされている者であるこ

と。

4 入 札書の提出場所等

入札書は、電子入札システムにより提出するものとする。ただし、紙により入札の参加を希望す

る場合には、局略氏により平成 23年 3月 4日 (金)17日 寺までに提出fる こと。

また、電子入札システムによる入札の場合には、当該システムに定める手続きに従い、提出期限

までに入札書を提出しなければならない。

なお、入札者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取消しをすることはできない。

(1)電 子入札システムにより入札を行う場合

入札書の提出期限

平成 23年 3月 15日 (火)15:00

(電子入札システムに到着するよう提出すること。なお、電子入札システムにより応札す

る場合には、通信状況により提出期限時間内に電子入札システムに入札書が到着しない

場合があるので、時間の余裕をもつて行うものとする。)

(2)紙 により入札を行う場合

①入札書の受領期限

平成 23年 3月 15日 (火)15:00

②入札書の提出場所、契約条項を示す場所及び問い合わせ先

〒874-0904 大 分県別府市南荘園町 2組

国立障害者リハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター

庶務課 会 計係 (0977-21-0181)

③入札書の提出方法

別紙の入札書にて、必ず封筒に入れて密封し、その表に氏名 (法人の場合は名称または商

号)及 び 「3月 16日 開札、国立障害者リハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター

にかかる警備業務の入札書在中」と朱書きのうえ、国立障害者)ハばリテーションセンター自立支援局別

府重度障害者センター庶務課会計係まで提出すること。

(3)入 札の無効

① 本 入札説明書に示した競争参加資格のない者、入札条件に違反した者又は入札者に求めら

れる義務を履行しなかった者の提出した入札書は無効とする。

(4)入 札の延期等

入札者が相連合し又は不穏の挙動をする等の場合であって、競争入札を公正に執行すること

ができない状態にあると認められるときは、当該入札を延期し、又はこれを取り止めること

があるc

(5)代 理人による入札

① 代 理人が電子入札システムにより入札する場合には、当該システムで定める委任の手続き

を終了しておかなくてはならないc

② 代 理人が紙により入札する場合には、別紙による委任状を提出しなければならない。

③ 入 札者又はその代ヂl人は、本件調達に係る人札について他の人札者の代弾人を兼ねること

ができないc



5 開 本L

(1)開 札の日時及び場所

平成 23年 3月 16日 (水)14:00

国立障害者リハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター大会議室

(2)電 子入札システムによる入札の場合

電子入札システムにより入札書を提出した場合には、立ち会いは不要であるが、入札者又は

その代理人は、開札時刻には端末の前で待機 しておくものとする。

(3)紙 による入札の場合

① 開 札は、入札者又はその代理人を立ち会わせて行う。ただし、入札者又はその代理人が立

ち会わない場合は、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う。

② 入 札者又はその代理人は、開札時刻後においては、開札場に入場することはできない。

③ 入 札者又はその代理人は、開札場に入場しようとするときは、入札関係職員の求めに応じ

競争参加資格を証明する書類、身分証明書又は入札権限に関する委任状を提示又は提出しな

ければならない。

④ 入 札者又はその代理人は、分任支出負担行為担当官が特にやむを得ない事情があると認め

た場

合のほか、開札場を退場することができない。

(4)再 度入札の取扱い

開札をした場合において、入札者又はその代理人の入札のうち予定価格の制限に達した価格

の入札がないときは、再度の入札を行う。

なお、電子入札システムにおいては、再入札通知書に示す時刻までに再度の入札を行うもの

とする。

6 そ の他

(1)契 約手続に使用する言語及び通貨  日 本語及び日本国通貨

(2)入 札者に要求される事項

この一般競争に参加を希望する者は、本入札説明書 3の 競争参加資格を有することを証明す

る書類を平成 23年 3月 4日 (金)17時 までに提出しなければならない。

また、開札日の前日までの間において、分任支出負担行為担当官から当該書類に関し説明を

求められた場合には、これに応じなければならない。

(3)落 札者の決定方法

最低価格落札方式とする。

① 本 入札説明書4(1)又 は (2)に 従い書類 ・資料を添付して入札書を提出した入札者で

あって、本入札説明書 3の競争参加資格及び仕様書の要求要件をすべて満たし、当該入札者

の入札価格が予算決算及び会計令第 79条 の規定に基づいて作成された予定価格の制限の

範囲内であり、かつ、最低価格をもつて有効な入札を行った者を落札者とする。

② 落 札者となるべき者が二人以上あるときは、直ちに当該入札者にくじを引かせ、落札者を

決定するものとする。また、人札者又はその代理人が直接くじを引くことができないときは、

入札執行事務に関係ない職員がこれに代わってくじを引き落札者を決定するものとする。

③ 落 札者が決定したときは、入札者にその氏名 (法人の場合にはその名称)及 び金額を回頭

及び電子入札システムの開札結果の通知書により通知するものとする。

(4)契 約書の作成

① 競 争入札を執行し、契約の相手方を決定したときは、遅滞なく契約書を取り交わすものと

する。



② 分 任支出負担行為担当官が契約の相手方とともに契約書に記名押印しなければ、本契約は

確定しないものとする。

(5)障 害発生時及び電子入札システム操作等の問い合わせ先は下記のとおりとする。
・ヘルプデスク 042-3 4 0 - 6 9 8 8

・ホームページ http7 / w w w . e b i d . m h l w .質o.ip/

ただし、申請書類、応札の締め切 り時間が切迫 しているなど緊急を要する場合には、国立障

害者)ハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター 庶 務課 会 計係に連絡すること。
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国立障害者)ハヒ
ヾ
)テーションセンター自立支援局別府重度障害者センターに係る警備業務契約につい

て上記のとおり入札いたします。

平成   年   月    日

分任支出負担行為担当官

国立障害者サハヒリテーションセンター自立支援局

別府重度障害者センター庶務課長  殿

所

名

住

氏 ｒ
ト



任  状

今般都合により、国立障害者サハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センターに係る

警備業務契約の入札に関する一切の権限を下記受任者に委託しましたので、連署をもつてお

届けします。

平成   年   月    日

受 任 者 住 所

商号又は名称

氏 名

委 任 者 住 所

商号又は名称

氏 名

分任支出負担行為担当官

国立障害者リハとリテーションセンター自立支援局

別府重度障害者センター庶務課長  殿

一卜

一ト



平成  年   月   日

分任支出負担行為担当官

国立障害者)ハヒ
ヾ
)テーションセンター

自立支援局別府重度障害者センター

庶務課長 鬼  塚  岡J 博  殿

住    所

商号又は名称

氏    名

電子入札条件の紙入札方式での参加について

貴部局発注の下記入札条件について、電子入札システムを利用して入札に参加できないの

で、紙入札方式での参加をいたします。

1 入 札条件名

2 電 子入札システムでの参加ができない理由

記



紙 入 札 業 者 登 録 用 紙

※代表者と連絡先が同じ場合は、連絡先の欄は「同上」でかまいません

資格審査登録番号 10桁 の数字

企 業 名 和

企 業 郵 便 番 号

企 業 住 所

代 表 者 氏 名

代 表 者 役 鞘 (例)社長

部 署 名
ない場合空欄で

構いません

代 表 者 電 話 番 弓

代 表 者 FAX番 号

連 絡 先 名 称 (例)営業部

連 絡 先 氏 名

連 絡 先 郵 便 番 号

連 絡 先 住 所

連 絡 先 電 話 番 号

連 絡 先 FAX香 弓

連絡先メールアドレス
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別紙

月別支払金額内訳表

警備
畔生イ立 :

支 払  月 支 払  額

平成 23年  5月 *******円 (消費税込)

6月 *******円 (消費税込)

7月 * * * * * * *円 (消費 税 込 )

8月 * * * * * * *円 (消費税込)

9月 *******円 (消費税込)

1 0月 *******円 (消費税込)

11月 *******円 (消費税込)

12月 *******円 (消費税込)

平成 24年  1月 *******円 (消費税込)

2月 *******円 (消費税込)

3月 *******円 (消費税込)

4月 *******円 (消費税込)

合    計 ********円 (うち消費税額******円 )
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別紙 1 庁舎 1階 巡回路

棟食総

洗濯物干場 1 利 用者洗濯室 厚生棟 lF浴 室

給 食
事務室

洗面所

洗面所

管 理  棟

正面玄闘

避難ス 回― プ

厚 生  棟

居住検 (3 ) 3寮

居住棟 (2 ) 2寮

居住棟 (1)1寮

ス

回

ｉ
ｌ

ザ
フ

治 療  検

空調機

業務用洗濯室

目房 ・食品庫 浴場   1       介 護浴場

工し′(― ター 3号 機

3 寮 トイ レ

'う 物

1階段

処理宣

エレ !―ター2号 機

2 寮 B ト イ レ

2 寮 A ト イ レ

機能回復訓練棟

モデルルーム

ケアステーション 1寮 Bト イ レ

1 寮 A ト イ レ

1 0 号 宣 安; チ室 1



調理実習室 クラブ室 ( 1 )

( カラオケ)
クラブ室( 2 ) ( 3 )
( マイコン室)

洗面所

や
一 一 一 一 一 一

避 難 ス ロ
ー
プ

ペッ ド訓練室 クラブ室 (4 ) ( 5 ) ( 6 )

(集 会  室 )

住宅改造相談室

崩能訓練室

(トールペイン ト)

職能訓線室

(手織 り)

医務課訓練事務室
(スタッフルーム)

エレベーター2号 機

職能 トイレ

崩能訓練三

(パソコン)

4 寮 トイ レ 汚物処理室

別紙 2

避難
アロープ

庁舎 2階 巡回路

補  寅  標

(作業療法 I )

治 療  検

ラウンジ

避難

階段

バルコニー

機能回復訓練棟
(理学 療法 )

理学療法室

避難
ヌロープ

厚  生  棟

居住検 (2)
(職能訓練 )

居住検 (1 ) 4寮

Ｉ
♭
法
得
療
棟
楽
住
作
居
く

1号 機  |

管 理  検

資料室所長

1情 報 |
公開室
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巡回時間
21:00
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